
東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

第2回 上流域ワーキング 

議 事 概 要 

 

事項 第 2回 東播磨・北播磨・丹波(加古川

流域圏)地域総合治水推進協議会 

上流域ワーキング 

出席者 15名（随行者・事務局除く） 

 

日時 平成26年12月1日（月） 

13:30～15:00 

場所 丹波県民局柏原職員福利センタ

ー1階 会議室 

内容 1 開会 

2 議事 

（1）第１回ワーキング及び協議会での主な意見等 

（2）推進計画（原案）について 

（3）モデル地区における取り組みについて 

3 閉会 

 

資料 議事次第、出席者名簿、配席図 

資料１ 第１回ワーキングでの主な意見 

資料２ 第１回東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

における主な意見等 

資料３ 東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進計画(原案) 

資料４ モデル地区における取り組み 

参考１ 第１回東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

上流ワーキング 議事概要 

参考２ 第１回東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

議事概要 

 

 

1 開会 

丹波土木事務所より開会のあいさつを行った。 

 

2 議事 

2.1 第１回ワーキング及び協議会での主な意見等                       

事務局は、資料 1及び 2により第１回ワーキング及び協議会での主な意見等について

の説明を行った。 

第2回 東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）  
地域総合治水推進協議会 参考-２ 



2.2 東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進計画(原案)及びモデル地区に

おける取り組みについて 

事務局は、資料 3及び 4により推進計画（原案）及びモデル地区における取り組みに

ついての説明を行った。 

 

主な意見 

（1）各戸貯留について 

・屋根に降った雨水をタンクに貯留するという考えは小さすぎると感じるが、効果がある

のか。また、敷地内に降った雨を地下に浸透させることは、効果があるのか。（県民 構

成員） 

⇒ミニダムと書いてある容器は、200 の容量があり、200 の降った雨量をためることが

できる大きなタンクである。また、地盤条件が整えば、地下浸透も効果的であると考

えられる。（座長） 

・各市町の施策として、具体的に設置に当たってどのような支援が実施されているのか。（座

長） 

⇒家庭に設置された費用の半額や３分の２を市が助成するなど、市によって取り組みは

さまざまである。（事務局） 

 

（2）ハザードマップについて 

・竹田川流域では 8月の大雨による土砂流出で甚大な被害が発生した。山林の比率の高い

丹波地域では、次にどこで被害が発生してもおかしくない状況である。推進計画では、

県、市が10年で多くの事業を実施すると記載されているが、費用面も踏まえると、ハー

ド対策は限界がある。生命・財産を守るためには自助・共助が必要と考えられる。丹波

市では、全自治会でハザードマップの作成が進んでいるが、近傍の自治会間で連携して

避難を実施するような検討が必要と考えられる。（県民 構成員） 

 ⇒担当課が欠席のため、持ち帰り伝える。（市 構成員） 

 

（3）調整池の設置について 

・家の近くで山の土が採掘されており、１ 以上の開発行為と思われるが、調整池設置の

指導がされているのか。（県民 構成員） 

⇒１ 以上の開発行為について、調整池の設置の指導要領が決まっており、それは順次

実施している。（座長） 



 

（4）8月の洪水について 

・８月の集中豪雨では、加古川と柏原川の合流点における背割堤により、柏原川と高谷川

では浸水被害が発生しなかったが、本郷で浸水被害が発生したと聞いている。ポンプが

あるが、対応できないほど雨水が多かったということか。（県民 構成員） 

⇒本郷では、内水排除ができず、県道、国道の交差点付近があふれた。 

 今後の内水対策については、市で別途検討されると思われる。（県 構成員） 

 

・新井の工業団地周辺では浸水しているが、背割堤との関係はないのか。（県民 構成員） 

 ⇒別途回答する。（座長） 

 

3 閉会 



東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

第2回 中流域ワーキング 

議 事 概 要 

 

事項 第 2回 東播磨・北播磨・丹波(加古川

流域圏)地域総合治水推進協議会 

中流域ワーキング 

出席者 47名（随行者・事務局除く） 

 

日時 平成26 年 12月2日(火)  

14:00～15:30 

場所 やしろ国際学習塾 中会議室 

内容 1 開会 

2 議事 

（1）第１回協議会での主な意見等 

（2）推進計画（原案）について 

（3）モデル地区における取り組みについて 

3 閉会 

 

資料 議事次第、出席者名簿、配席図 

 

資料１ 第１回東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

議事概要 

資料２ 第１回東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

における主な意見等 

資料３ 東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進計画(原案) 

資料４ モデル地区における取り組み 

 

参考  第１回東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

中流ワーキング 議事概要 

 

1 開会 

加東土木事務所より開会のあいさつを行った。 

 

2 議事 

2.1 第１回協議会での主な意見等                       

事務局は、資料1及び2により第１回協議会での主な意見等についての説明を行った。 

 



2.2 東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進計画(原案)及びモデル地区に

おける取り組みについて 

事務局は、資料 3及び 4により推進計画（原案）及びモデル地区における取り組みに

ついての説明を行った。 

 

主な意見 

（1）加東市河高地区について 

・河川対策については、国の整備計画では社・河合地区になっており、名称を統一するか、

国の整備計画ではどこあたるか注釈の記載等、お願いしたい。（国 構成員） 

⇒整備計画と整合性について考慮する（座長） 

 
・ため池の事前水位下げの取り組みの主体が、県、加東市となっているが、ため池の管理

者の協力が得られないと取り組みができないことから、主体を加東市とため池管理者、

あるいは県民とすべき。（県 構成員） 
⇒加東市と県民に修正する。（事務局） 
 

・対策後の縮減効果で「貯留により市道が浸水しないことから、」と記載されているが、貯

留した場合でも雨が降り続けると、内水浸水被害が発生する。ため池貯留により、浸水

する時間が延伸されることから、「住民の避難に利用」ということよりも住民の避難に要

する時間、いわゆるリードタイムを長く確保できるということであり、文言の精査が必

要である。（市町 構成員） 
⇒文言を精査する。（事務局） 

 
・浸水深が左の軸のグラフにとってあるが、ゼロの起点になる位置はどこにあたるのか。（市

町 構成員） 

 ⇒安取樋門周辺を 10ｍのメッシュで区切り、メッシュごとに地盤高を設定している。次

に、平成25年８月の台風における浸水深及び家の地盤高より、浸水位を算出する。 

  メッシュごとの浸水位と地盤高の差分を用いて、メッシュごとの浸水深を算出し、平

均して平均浸水深を算出している。（事務局） 

 
（2）黒田庄町福地地区について 

・平成 26年８月の台風 11号、秋雨前線で家屋等の浸水被害が頻繁に発生しているとある

が、地区に住んでおられる方は避難をされたのか。（県民 構成員） 

⇒避難にまでには至っていない。（市町 構成員） 
 
 



・楠丘小学校の校庭で貯留する計画であるが、学校や公民館等の公共施設が避難場所に指

定されている。また、災害が発生した場合、車で避難される方が多いと思われ、校庭に

水をためた場合、警察や消防、消防団、あるいは地域住民の方の車を停める場所がどう

なるか心配である。（県民 構成員） 
⇒小学校の校舎が校庭よりも高くなっており、さらに近隣に神社等の駐車に利用できる

土地があることを踏まえて、校庭貯留を実施する施設として選定している。（市町 構

成員） 
 

・黒田庄町福地地区の水田貯留の貯留可能容量の考え方の欄で、田んぼの面積に掛ける水

深が0.15mとなっている。他のモデル地区では0.1mとなっているが、0.15mは農家にと

ってハードルが高いと考えられる。（県 構成員） 
⇒現地を確認すると、圃場整備を実施しており、あぜがしっかりしている箇所が多いこ

とから、可能量を算出にあたって、最大15㎝程度の貯留であれば可能であると判断し

た。今後地域と一体となってさらに調整していく中で実施したいと考えている。（市町 

構成員） 

 

・水田貯留可能容量の対象とする田んぼが、浸水区域と重複しているのか気になる。（県 構

成員） 

⇒昨年25年９月の降雨時に浸水しているところを除外し、対象となる貯留面積を設定し

ている。（市町 構成員） 

 
（3）多可町加美区多田地区について 

・水田貯留の取り組み内容に「新たに水田用水位調整器を設置する」とあるが、どのよう

なものか。（県 構成員） 
⇒圃場整備が実施されているが、150mmのパイプが田んぼののり面から出ているだけで、

堰板ができるような構造になっていないことから、田んぼ貯留が実施できる製品を設

置することを考えている。（市町 構成員） 
 

・資料4のP33の表のタイトルを水田貯留可能容量と修正が必要である。（県 構成員） 

⇒指摘通り修正する。（事務局） 
 

・水田貯留可能容量の対象とする田んぼが、浸水区域と重複しているのか気になる。（県 構

成員） 
⇒浸水範囲と貯留対象としている田んぼが一部重複していることから、浸水範囲を除外

する。（事務局） 

3 閉会 



東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

第2回 下流域ワーキング 

議 事 概 要 

 

事項 第 2回 東播磨・北播磨・丹波(加古川

流域圏)地域総合治水推進協議会 

下流域ワーキング 

出席者 23名（随行者・事務局除く） 

 

日時 平成26 年 12月16日(火)  

10：00～11:20 

場所 加古川市青少年女性センター 

大会議室 

内容 1 開会 

2 議事 

（1）第１回ワーキング及び協議会での主な意見等 

（2）推進計画（原案）について  

（3）下流域における取り組みについて 

3 閉会 

 

資料 議事次第、出席者名簿、配席図 

 

資料１ 第１回ワーキングでの主な意見 

資料２ 第１回東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

における主な意見等 

資料３ 東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進計画(原案) 

資料４ モデル地区等における取り組み（中流域） 

資料５ 加古川流域圏（下流ブロック）総合治水推進計画の概要 

参考１ 第１回東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

下流ワーキング 議事概要 

参考２ 第１回東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会 

議事概要 

 

1 開会 

加古川土木事務所より開会のあいさつを行った。 

 

2 議事 

2.1 第１回ワーキング及び協議会での主な意見等                       

事務局は、資料1及び2により第１回協議会での主な意見等についての説明を行った。 



 

2.2 東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進計画(原案)及びモデル地区に

おける取り組みについて 

事務局は、資料 3及び 4により推進計画（原案）及びモデル地区における取り組みに

ついての説明を行った。 

 

主な意見 

・「1-3 河川・下水道の整備状況」では、図面の凡例が改修に着手した河川となっている。

一方、「4-1 河川の整備及び維持」では、整備計画実施計画に位置付けられた今後の河

川対策区間となっている。例えば、「1-3 河川・下水道の整備状況」では、市が管理す

る松村川が赤色に着色されていないが、「4-1 河川の整備及び維持」では着色されてい

る。2つの違いが分かりにくい。（市町 構成員） 

⇒分かりやすい表現となるように工夫する。（座長） 
 

2.3 下流域における取り組みについて                       

事務局は、資料 5より加古川流域圏（下流ブロック）総合治水推進計画の概要につい

ての説明を行った。 

 
主な意見 
・法華山谷川流域の河川整備として、間の川の整備が記載されているが、高砂市では下水

道事業で実施していることから、注釈等の修正をお願いしたい。（市町 構成員） 
⇒指摘通り修正する。（座長） 

 
 

3 閉会 
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4
2

4
戸

を
概

ね
解

消
 

  
  

県
：

法
華

山
谷

川
（

L
=
1

3
.3

k
m

）
、

善
念

川
（L

=
1

.3
k
m

）
の

整
備

 

  
  

加
古

川
市

、
高

砂
市

：
間

の
川

の
整

備
※
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

                  

間
の

川
 

改
修

後
の

状
況

 
新

幹
線

・
山

陽
電

鉄
横

断
箇

所
完

成
予

想
図
 

平
成

2
3

年
出

水
状

況
 

法
華

山
谷

川
施

工
状

況
 

曇
川

排
水

機
場

 

水
田

貯
留

の
取

り
組

み
 

（
富

木
営

農
組

合
）

 

輪
中

堤
（

イ
メ

ー
ジ

図
）

 

※
下

水
道

事
業

と
し

て
実

施
 



（
２

）
下

水
道

対
策

 
〈

加
古

川
市

、
高

砂
市

、
稲

美
町

、
播

磨
町

〉
 

○
下

水
道

の
計

画
に

基
づ

い
た

整
備

の
実

施
 

  
 

加
古

川
流

域
関

連
公

共
下

水
道

等
 

 
〇

浸
水

箇
所

で
の

優
先

的
な

取
り

組
み

 

  
 

短
期

対
策

と
し

て
、

雨
水

排
水

路
の

嵩
上

げ
や

 

雨
水

管
渠

へ
の

流
入

部
の

改
善

に
よ

り
流

れ
を

 

ス
ム

ー
ズ

に
す

る
こ

と
等

を
検

討
 

    

 
 ◆

加
古

川
分

区
貯

留
槽

設
置

工
事

 

（
寺

家
町

周
辺

地
区

防
災

街
区

整
備

事
業

）
 

  
 

下
水

管
渠

の
負

担
軽

減
、

浸
水

被
害

軽
減

の
た

め
、

道
路

下
に

貯
留

槽
を

設
置

 

         ２
．

流
域

対
策

 
〈

県
・

市
町

・
県

民
〉

 

 
東

播
磨

地
域

で
は

、
す

で
に

た
め

池
の

事
前

放
流

や
水

田
貯

留
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、

下
流

域
ブ

ロ
ッ

ク
の

上
流

部
に

は
、

多
く

の
た

め
池

や
水

田
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
流

出
抑

制
に

よ
る

内
水

氾
濫

等
の

軽
減

効
果

が
さ

ら
に

発
揮

さ
れ

る
よ

う
、

た
め

池
協

議
会

や
農

地
・

水
・

環
境

保
全

に
取

組
む

組
織※

等
を

中
心

に
、

た
め

池
の

事
前

放
流

や
水

田
貯

留
等

の
普

及
啓

発
を

進
め

る
。

 

              

 

 

 

 

排
水

路
の

嵩
上

げ
 

 

た
め

池
協

議
会

：
 

※
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
の

交
付

対
象

組
織
 

流
出
管

 

貯
留
施
設
 

防
災
街
区
 流
 
域
 

平
面

図
 

位
置

図
 

J
R
加 古 川 駅
 

                  

◆
学

校
・

公
園

・
そ

の
他

大
規

模
施

設
な

ど
：

先
行

的
に

、
県

立
高

校
に

お
い

て
校

庭
貯

留
（

雨
水

貯

留
浸

透
対

策
）

を
実

施
す

る
。

（
県

立
農

業
高

校
〔H

2
7

年
度

～
〕

） 
 ３

．
減

災
対

策
 

〈
県

・
市

町
・

県
民

〉
 

 
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

捉
え

、
減

災
知

識
の

普
及

に
取

組
む

こ
と

に
よ

り
、

県
民

の
防

災
意

識
向

上
を

図
る

。 

（
１

）
防

災
力

の
向

上
 

◆
 
東

播
磨

地
域

の
取

り
組

み
と

し
て

、
「

ジ
ュ

ニ
ア

防
災

ス
ク

ー
ル

」
等

体
験

型
の

講
座

を
開

催
す

る

こ
と

に
よ

り
、

防
災

活
動

全
般

に
わ

た
り

県
民

の
活

動
を

支
援

す
る

。
 

  
  

・
「

ジ
ュ

ニ
ア

防
災

ス
ク

ー
ル

」
：

〈
対

象
〉

小
学

生
〈

内
容

〉
防

災
教

室
、

避
難

所
体

験
、

非
常

食
試

食
等 

◆
 学

校
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

連
携

し
、

総
合

治
水

の
効

果
の

わ
か

る
模

型
を

製
作

し
、

そ
の

模
型

を
地

域
へ

の
普

及
啓

発
に

活

用
す

る
。

（
県

立
東

播
工

業
高

校
、

農
業

高
校

） 

◆
 
た

め
池

管
理

講
習

会
や

た
め

池
ク

リ
ー

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
等

の
機

会
を

活
用

し
、

総
合

治
水

の
普

及
啓

発
を

行
う

。
 

（
２

）
情

報
発

信
の

充
実

 

現
在

、
河

川
水

位
や

雨
量

観
測

情
報

、
Ｃ

G
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
兵

庫
防

災
ネ

ッ
ト

等
を

用
い

て
情

報
発

信
に

取
り

組

ん
で

い
る

。
 

◆
 
東

播
磨

地
域

で
は

「
Ｂ

Ａ
Ｎ

-
Ｂ

Ａ
Ｎ

テ
レ

ビ
」

の
【

道
路

チ
ャ

ン
ネ

ル
】

に
て

、
2

4
時

間
地

域

密
着

の
道

路
情

報
・

河
川

情
報

を
放

送
し

て
い

る
。

（
3

5
箇

所
の

カ
メ

ラ
映

像
を

配
信

、
う

ち
河

川

関
係

2
5

箇
所

）
 

今
後

も
、

新
た

な
情

報
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

取
り

組
む

。
 

◆
水

田
貯

留
 

「
せ

き
板

1
0

0
0

枚
配

布
大

作
戦

」
（H

2
6

実
績

）
 

・
稲

美
町

：
約

8
0

0
枚

（
天

満
大

池
土

地
改

良
区

）
 

・
加

古
川

市
：

約
1

2
0

0
枚

 
配

布
、

普
及

啓
発

に
合

わ
せ

て
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
等

に
よ

り
課

題
や

効
果

の
把

握
に

努
め

る
。

 

◆
た

め
池

の
事

前
放

流
 

・
加

古
川

市
の

蓮
池

（
Ｈ

2
6

.8
.1

0
台

風
第

1
1

号
時

の
事

前
放

流
水

深
1

0
㎝

）
（

富
木

営
農

組
合

） 
・

稲
美

町
（

洪
水

吐
切

欠
き

：
加

古
大

池
、

溝
ヶ

沢
池

等
、

緊
急

放
流

ｹ
ﾞ
ｰ
ﾄ
：

満
溜

池
、

長
府

池
等

）
 

田
ん

ぼ
ダ

ム
 

用
セ

キ
板

 
田

ん
ぼ

セ
キ

板
（

イ
メ

ー
ジ

図
）

 

模
型

を
用

い
た

啓
発

（
西

宮
市

大
社

小
学

校
）

 

「
B

A
N

－
B

A
N

」
  

 
テ

レ
ビ

番
組

案
内

 


